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島根県敬川沖における魚類の出現特性―Ⅲ
― 底生魚類群集の経年変動 ―

森脇晋平 1・若林英人 2・為石起司 3

Occurrence of fish off Uyagawa, Shimane Prefecture—III
― Interannual variability in occurrence of demersal fish community ―

Shimpei MORIWAKI, Hideto WAKABAYASHI and Tatsuji TAMEISHI

Abstract: We examined occurrence of demersal fish, and considered the relationship between 
alternation of the fish fauna and the oceanographic condition in the south-western Japan Sea off 
Uyagawa for the period between 1982 and 2003 except 1984-85,1994. Using the cluster analysis 
of similarity index of fish fauna, three major groups of years were distinguished: groupⅠ,from 
the early 1980s through mid-'80s ; groupⅡ, from the late 1980s through late 1990s; groupⅢ,from 
the end 1990s to early 2000s.  Ratio of cold-water fish were relatively higher in the period from 
groupⅠ, however, declined in the period of groupⅡ and cold-water fish were rarely  observed 
in the period of groupⅢ. This indicates that the interannual fluctuations of species diversity 
coincide with changes in long term oceanographic conditions, implying that the oceanic changes 
affect the composition of fish communities.
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は　じ　め　に

島根県敬川沖における底生魚類群集については，出
現魚種の整理 1）及び魚類相の季節的変動と海況特
性との対応関係 2）についてすでに報告した．今回
の報告では魚類群集の経年変化と既報の海洋環境と
を対比した結果について述べる．

資 料 と 方 法

　資料は既報 1, 2）において用いたものと同じもので
ある．
　出現魚種の経年的な変動パターンを検討し，お互

いに同じ傾向をもって相関・連動する魚種群の組み
合わせを抽出してデータの類型化を行うことを目的
として，得られた資料を用いてクラスター分析を
行った．ここでは数量そのもののデータではなく存
否のパターンのデータとして処理した．具体的に
は，年ごとに魚種ごとの出現を「無し・有り」の 0 
（無し）─ 1 （有り）データに変換してクラスター分
析を行い，デンドログラムを得た．
　また本報告では，出現した魚類の分布について加
藤 3）に記載されているものに従って 3 つのタイプ
（寒冷系，中間系，温暖系）に分類した．これに記
載のない魚種は，加藤 3）に記載のある魚種のタイ
プと中坊ほか 4）の分布域とを対比し整合性を保つ
ように考慮して，タイプ分けを行った．
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図 3．出現した魚種組成の経年変動

結 果 と 考 察

　本調査対象海域（図 1 ）では調査期間を通じて
259種の魚類の出現が認められている 1）が，出現状
況の経年変化を付表に示した．確認した魚種数は
1982年の最大150種から2000年の最低77種まで変動
しており，長期的には減少傾向を示している．これ
はこの海域に出現する魚種数が必ずしも減少してい
ることを意味するものではない．というのは，図 2 
に示したように年ごとの曳き網回数と魚種数とを対
比してみると両者には高い相関がみられる（r=0.925, 
p<0.1%）からである．このことは曳き網回数すな
わち掃海面積の増減によって魚種数が増減している
と考えることによって理解できよう．太平洋南区の
底曳き網漁業での漁獲物の種類数と航海数との関係
を調べた結果によると 5），航海数の増加に伴って魚
種数も増えることが認められている．工藤ほか 5）は
航海数を掃海する漁場面積と考えており，掃海面積
と漁獲される魚種数との正相関の対応関係は一般的
な現象であると考えられる．つまり出現種数の変化
は曳き網回数の増減によってもたらされたものと考
える．
　出現魚種を分布によって 3 つのタイプに分類した
が（付表），その組成の変化を図 3 に示した．温暖
系の魚種の占める割合は70.5～82.0%，中間系のそ
れは16.2～25.7%，寒冷系のそれは0～5.5%，をそれ
ぞれ変動した．それらの割合に顕著な経年的な変化

は指摘できない．ただ，1980年代から1990年代初頭
に寒冷系魚種の出現がみられたが，それ以降はみら
れないか，みられてもごくわずかの出現となった．
　クラスター分析により各年々の類似性を検討し
た．組み合わせが結合している年が左にあればある
ほど年の間の距離が短くて類似度が高いことを示し
ているが，分析の結果は大きく 3 つのグループに分
類できた（図 4 ）．1 つは1980年代初めから半ばま
でのグループⅠ（1982，1983，1986），2 つ目は
1980年代後半から1990年代後半までのグループⅡ
で，これはさらに前半のサブグループⅡ-a（1987～
1990）と後半のサブグループⅡ-b（1991～1993，
1995，1997～1998）に分割される．さらに 3 つ目は
1990年代末から2000年代初めまでのグループⅢ
（1996，1999～2003）である．
　出現した魚種数の組成の経年変動（図 3 ）をクラ
スター分析して類型化した結果（図 4 ）とを対比し
てみると，Ⅰ～Ⅱ-aグループの各グループでは寒冷
系魚種の占める比重が相対的に高かったが，その後
は出現比率がしだいに減少して，Ⅱ-b及びⅢの各グ
ループではほとんどみられなくなったことがわか
る．
　ところで，日本海南西部海域の海況について特に
水温の長期的な変動に関連した報告 6～11）を総合的

図 1．調査対象海域

図 2．曳網回数と出現した魚種数との関係
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図 4．クラスター分析の結果

に要約すると，日本海南西部沿岸域では1980年代半
ばまでは低温期であったが1980年代後半から上昇に
転じ，その後1990年代末からは高温期にはいった，
といえよう．このような水温の変遷と出現魚種を類
型化した年々の対応関係は現象的にはよく符合す
る．すなわち，ⅠとⅡ-aのグループは低温期，Ⅱ-b
のグループは移行期，Ⅲのグループは高温期にそれ
ぞれ呼応する．そして種組成の視点からは低温期か
ら移行期にかけて寒冷系種の組成が減少して高温期
にはほとんどみられなくなったことが指摘できる．
　クラスター分析の特性から考えて，各グループは
お互いに同じ傾向をもって相関・連動する魚種群の
組み合わせであろう．したがって，経年的な各グ
ループの出現状況と水温の長期的な変動傾向の比較
的よい対応関係は低温期と高温期の水温環境の差異
が魚種組成に影響を与えていることを示唆してい
る．島根沖では陸棚底層部の海況変動が重要底魚類
の分布パターンに影響を与えていることが報告され
ており12)，北部日本海におけるマダラ漁獲量や日本
海南西海域におけるヤリイカ漁獲量と冬季水温とは
連動していた 13, 14)．このように水温変動に伴う底魚
類の分布変動が種組成の変遷に影響を与えている可
能性は高い．ただ，環境と生物との関係を短絡的に
結びつけるのは注意を要する．ここでは水温の長期
的な変動と底魚類の組成の変遷との間には何らかの
共変動，連動関係が存在することが示唆されること
を指摘しておくに留めたい．　
　この海域（図 1 ）は生物地理学的視点からみて魚
類分布の南方系と北方系の境界にあたる15, 16）ばか
りでなく，まき網，底びき網，定置網などの主要漁
業の好漁場である．それゆえ，今後ともこの海域に
おける魚類群集の調査研究の充実が望まれる．　
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